
おかげさまで大好評！「提案授業型」研修！                        教科等研修
市教育センターでは、市内の先生による提案授業の実践動画を撮影したものをオンデマンドで視聴し、オンラ

イン型リアルタイムで協議するスタイルの「提案授業型」研修を、複数の教科等研修で実施しています。普段な
かなか見ることのできない他校の先生の実践を見て学べる研修として、受講した先生方の満足度のたいへん高い
研修です。この「提案授業型」として、10月は２本の研修を実施しました。 

〇 テ ー マ ： 「単元を通してICTを効果的に活用した図工・美術科の授業づくり」 
〇 提案授業者 ： 玉川中学校 黒田 幸恵 先生 
単元は、沖縄の伝統的な染物「琉球びんがた（型染め）」です。沖縄特有の配色で連続模様を使い、子どもた

ちがオリジナルのハンカチを作りました。従来の美術科で培われてきた技法に加え、ICTを活用することで、簡
単に連続模様を作成することができ、子どもたちがより自由に自分の構想を形にすることができる取組みとなっ
ていました。また、ICTを使った「３分鑑賞」や「ポートフォリオ」も紹介していただきました。ICTを活用し
て「個別最適な学び」を実現し、子どもたちが主体的・創造的に取り組む実践から学べる研修となりました。 

〇 テ ー マ ： 「道徳的諸価値の理解を深める他教科との関連を意識した道徳科の授業づくり」 
〇 提案授業者 ： 玉美小学校 三口 はるな 先生 
 道徳科と特別活動を関連付け、「相互理解・寛容」の道徳科の授業から、クラス会議を開く特別活動での授業
へとつなげることで、より効果的に道徳性を育むことをねらいとした小学校３年生での実践でした。カリキュラ
ムマネジメントを意識して、特別活動と道徳科をつなげた綿密な単元計画、ねらいを明確にした各時間の課題設
定や子どもの思考を深める問いなど、三口先生の提案から多くのヒントを得られる研修となりました。 

さて、今年度、市教育センターが実施する教科等研修は、現在「秋期
募集②」で案内している研修が最後となります。多方面で活躍中の大学
教員による講義・演習、また、今回ご紹介した「提案授業型」研修など、
どれも、またとない学びの機会となること間違いなしです。 
詳細はMicrosoft365 Teamsの「みんなの広場」チーム“ News Pick 

up!!!”チャネルでも案内しています。ぜひ、奮ってご参加ください。 
※ 申込期限は10月 31日（火）としていましたが、受講希望がある場 

合、教育センターにご相談ください。 
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【受講アンケートより（一部抜粋）】 
・ねらいや諸価値の理解に向けて、精選された発問や展開の授業を見させ
ていただき、とても勉強になりました。道徳科と特別活動とが直結し
て、教育活動全体に影響を生み出す授業であると感じました。 

・他教科との関連を意識した授業であり、とても参考になりました。授業
をする前に関連する教科や単元を洗い出し、計画を立てることが大切だ
と再認識できました。他教科との関連を意識しなければ、子どもの道徳
的な実践意欲を高めることはできないと感じました。 

小・中学校「図工・美術」研修 

小・中学校「道徳」研修 

【受講アンケートより（一部抜粋）】 
・デジタルとアナログが共存しているハイブリットな授業提案は参考になりました。iPadを活用して児童はも
ちろん、教師にとっても楽しい図工の授業に取り組みたいと思いました。 

・図工の授業に入る前に、「どんな作品にしようかな」と児童が思いをめぐらせる時間をもっと大切にしたい
なと思いました。また、困ったときに、先生だけでなく、ICTも友だちも助けてくれる存在であるような工
夫を授業準備として、していきたいと感じました。



「STEAM教育」推進研究                               調査・研究
「STEAM教育」推進研究における調査・研究協力校では、総合的な学習の時間を中心に、探究的で教科横断的

な視点を取り入れた学びを進めています。 

≪ 調査・研究協力校 … くすは縄手南校（後期課程）・上小阪中学校 ≫ 

スポーツ会                             教育支援センター（ふれあいルーム）
さわやかな風が吹く晴天の10月17日（火）、ふれあいルームではスポーツ会を実施しました。この日のために

ルーム生たちは、準備に練習にと一生懸命取り組んできました。今年は新しい取組みとし

て「ダンス」をプログラムに加えました。中３のダンスリーダーが中心となって練習をしま

したが、選曲など楽しいことだけでなく、振付を覚えられず悔しい思いをしている仲間に、

何度も何度も覚えるまで練習に付き合うなど、リーダーとしての役割を果たしていました。

振り返りシートには「最後まで練習に付き合ってくれた仲間に感謝しています」と綴られていました。踊りが上

手なルーム生も家でこっそり自主練を繰り返すなど、みんなそれぞれ見えない所で努力をしていたようです。当

日は風船割や保護者と教職員も参加のビーチバレーなどのプログラムもあり、楽しいスポーツ会になりました。 

校長先生を始め多くの教職員や保護者に見守られて、笑いあり涙あり、行事を通して子どもたちはまた一つ成

長しました。 

くすは縄手南校（後期課程）では、自分たちのまち、東大阪の魅力を再発見するため、「ものづくり」と

STEAMを掛け合わせ、学びにつなげています。９/29には、実際に 

東大阪で事業を営む会社社長の方２名をお迎えし、生徒たちはもの  

づくりの楽しさやワクワク感を感じていました。また、「プレイフル 

ラーニング（楽しさの中に学びが溢れている）」をコンセプトに独創 

的な学びの場づくりを実施する同志社大学 上田信行 名誉教授をお 

迎えして「新聞の森を創ろう」のワークショップを実施しました。 

生徒たちは、体験を通して「みんなで何かを創る」「夢中になる」 

楽しさを感じ取っていました。 

上小阪中学校では、障害福祉サービス「ノーサイド」の方々や、 

視覚・聴覚に障害のある方々との出会いを通じて、自身の中にある 

多様性に気づくと同時に、社会を多角的に見る視点を育て、インク 

ルーシブな社会・文化の構築のために様々な取組を行っています。 

10/20には、同中学校区の小学６年生に向けて、各グループで考 

えたアイデアを発表しました。インクルーシブな社会・文化構築の 

ための探究学習のサイクルを意識し、生徒たちのアイデアが、形に 

なるように学びを進めています。 


